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Radioactive contamination occurred due to Fukushima power plant accidents on March 11, 2011. In this study, we investigate 
atmospheric electric field variation associated with radioactive material which affected global electric circuit. The observed 





の電位は約数百 kV 高い。一方、空地電流と呼ばれる大気圏における数 pA の微弱電流は晴天領域におけるコンデ
ンサーの放電を生じさせる。この電流は、宇宙線起因小イオンによる僅かな大気中電気伝導性から生じている。















2011 年 1 月から 3 月のデータを用いた。その結果、カ
ーネギーカーブは得られ、データの信頼性を確認した。 
2011 年 3 月 11 日東北地方太平洋沖地震（M9.0）では、
発生した津波がきっかけで福島第一原子力発電所に水
素爆発事故が生じ、放射性汚染が東日本を中心に広域
に生じた。この事故の影響により 2011 年 3 月中旬から
下旬にかけて気象庁・柿岡地磁気観測所（原発から南






















Minamoto, Y. and A. Kadokura, Extracting fair-weather 
data from atmospheric electric-field observations at 
Syowa Station, Antarctica, Polar Sci., 5, 313-318, 2011. 
 
(a)  
(b)   
 
(c)   
(d) 
 
Figure2 2011 年 1 月から 10 月まで測定された大気電場
(a-c)および空中電流(d)。(a)茨城県柿岡、(b)小笠原父
島、(c)南極昭和基地、(d)東京都小金井市。福島原子
力発電所(FNPP)を(a)と(c)、東京都新宿での放射線量
を(c)に示した。 
